
発行にあたって

現在、わが国では、経済の再生に向けて、各分野においてはさまざまな

改革が進められているところであり、そこではプロのエコノミストの活躍

が必要不可欠とされ、ひいては人材の育成がますます重要なものとなって

います。

経済学はきわめて専門性の高い学問であり、現実の経済政策にも活用さ

れています。しかし、経済学を学ぶ者にとって学習した成果を測る目安が

なく、従来より、その習得度を客観的に評価してほしいという各方面から

の強い要望も数多くありました。

「ＥＲＥ」は、主として各大学の経済学部その他社会科学系学部の学生

を対象に、経済学の数理的・理論的な基礎知識の習得程度と実体経済での

初歩的な応用能力のレベルを全国規模で判定する経済学検定試験であり、

「学習した理解度を客観的に評価してほしい」との声に呼応して日本経済

学教育協会が２００２年３月から実施しているものです。以来、大学の学部を

問わず、また、官民を問わず、大学生や社会人に広く活用されております。

本書は、２０１７年７月～２０１８年１２月に出題された過去４回分の「ＥＲＥ」

の試験問題とその解答を収録したものです。

本書の効果的利用によって、「ＥＲＥ」にチャレンジされ、経済学の知

識をより一層深められることを願ってやみません。

２０１９年２月

経済法令研究会
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ミクロ経済学

解 答 �

問１．需要の価格弾力性

需要曲線が D＝１p２で与えられている。ここで D は需要量、p は価

格である。p＝１であるとき、需要の価格弾力性はいくらになるか。

� １
２

� １
� ２
� ４

需要の価格弾力性 ε は、

ε＝－�D
�p

p
D
…… ①

である。問題文の式より、�D
�p
＝－２

p３
であり、これに p＝１を代入すると、

�D
�p
＝－２である。また、p＝１のとき D＝１である。これらを①式に代

入すると、ε＝２である。
したがって、正解は�である。

問２．従量税の税収

ある財の需要曲線が D＝２００－２P、供給曲線が S＝２P で与えら

れている。ただし、D は需要量、S は供給量、P は価格である。こ

の財に１単位当たり t の従量税を課すとする。このとき、税収を最大

化するためには、従量税の値 t をいくらにすればよいか。

� ２０
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解 答 �

� ３０
� ４０
� ５０

財の取引量を Q とすると、従量税課税後の供給曲線は P＝１２Q＋t で

ある。需要曲線を D、課税前の供給曲線を S、課税後の供給曲線を S′と
すると、これらの関係は下図のようになる。

課税前の市場均衡は E 点、課税後の市場均衡は E′点となり、税収は四
角形 abcE′の面積に等しい。課税後取引される財の量を Q とすると、需
要曲線と課税後の供給曲線より、Q＝１００－t である。ゆえに、税収 T は、
T＝t×Q＝t×（１００－t）＝１００t－t２である。税収を最大にする従量税を求め
るためには、t について T を最大化すればよい。�T

�t
＝１００－２t＝０である

ので、t＝５０のとき T が最大化される。
したがって、正解は�である。
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解 答 �

問３．無差別曲線

２種類の財、x 財と y 財が存在する経済において、ある消費者は x

財の消費から効用を得るが、y 財の消費からは効用も不効用も得られ

ないという。この消費者の無差別曲線の図として、正しいものはどれ

か。ただし、U１よりも U２の方が効用水準が高いとする。

�は２財が完全代替のケース、�は２財が完全補完のケースである。�
は x 財の消費量にかかわらず、y 財の消費が増えると効用水準が高くなる。
逆に、�は y 財の消費量にかかわらず、x 財の消費が増えると効用水準が
高くなる。
したがって、�が正しい。
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